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１．はじめに
中学校技術・家庭科の技術分野の現行の学習指導
要領??の下での「技術とものづくり」の学習において
は、製品の構想・設計、製作の過程を通して学習が
進められる。しかし、構想・設計を進める上で、中
学生の加工体験が希薄になっていることも問題視さ
れている状況なので、製作品の構想・設計の学習の
中で、材料学習や加工法体験などを取り入れた指導
が行われることがある。
これらの学習過程では、材料の学習に関連させて、
導入題材を用いる場合やワンダーブース学習???の
場合のように、多くの学校でその手立てが工夫され
て成果を上げている。しかし、題材の指導では、単
一の材料を用いた製品の製作であったり、ワンダー
ブース学習では木材、金属、プラスチックの工具の
使用体験はするが、製品の製作まではできなかった
りなどの欠点がある。また、実際には、そうした学
習のための時数を確保することは困難であり、効率
よく指導していくことが課題となっている。
そこで、本研究においては、木材、金属、プラス
チックの加工とハーブの栽培の体験をさせながら、
製品を完成させる導入題材の開発と実験授業を試
み、材料学習や加工法体験を効率的かつ、実践的に
行うための手立てとして、導入題材を考察し、その
指導効果について検証していくこととした。
一方、新学習指導要領??では、製作の前に、材料学
習と加工学習をすることになっているが、これらの
学習を実践的・体験的に進めるために、今回開発し
た導入題材の利用の可能性についても、調査結果等
を踏まえて検討したい。
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２．導入題材と実験授業の内容
2．1 全体の計画
平成 19年 8月から 12月までの期間に、群馬県内
のA中学校の協力を得て、1年 2組（33名）におい
て、「技術とものづくり」の授業の中で、構想・設計
の学習に導入題材の製作を組み込んだ授業を実施し
た。
2．2 導入題材
2．2．1 導入題材の概要
「技術とものづくり」の学習では、木材、金属、
プラスチックを扱うので、これらの材料の学習と加
工体験ができる導入題材の製作品として、図 1のよ
うな「プランター付きフォトスタンド」を開発した。
その主要材料の内容を表 1に示す。
木材は杉間伐材と 1× 4材、金属は穴あきアルミ
板、プラスチックは厚さ 2 mmのアクリル板と
500mlのペットボトルを使用する。製作を通して、木
材・金属・プラスチックの性質についての理解、切
断・切削・穴あけ・折り曲げ・接合等の基礎的な加
工技能を身に付けさせることを目的としている。ま
た、プランターの部分にハーブ等の植え付けを行う
ことで、栽培の内容にも触れることができる。各材
料の学習内容については後述する。
2．2．2 ?技術とものづくり」学習全体での位置付け
現行の学習指導要領の「技術とものづくり」の内
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図１ 導入題材の製作品「プランター付きフォトスタンド」
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容（1)～（4）について、表 2の 28単位時間の計画で
実施している。主題材の構想・設計をまとめていく
学習過程で、この 7時間の導入題材の学習を通して、
材料と加工について学ばせながら「プランター付き
フォトスタンド」を製作させ、この学習の成果に基
づき、主題材のアイデアスケッチの見直しと修正を
行わせる。
こうした学習により、材料と加工法の基本的な知
識と技能を習得し、主題材の製作品の構想を広げさ
せるとともに、完成の喜びを味わわせるなど、製作
品の設計・製作への意欲の高揚を図ろうとした。
2．3 導入題材の学習の概要
2．3．1 木材加工の授業（２時間）
授業のねらいを「木材の性質と特徴を理解し、木
材の加工方法を知る。」及び「アイデアスケッチの見
直しをする。」とした。
授業の始めに、使用する木材を配布し、教科書等
技術科教育における導入題材の学習効果
表１ 導入題材の製作品「プランター付きフォトスタンド」の主要材料
№ 材 料 寸 法 数量
1 杉間伐材 直径 9cm×長さ 100mm  1
 
2  1×4材 長さ 350mm×幅 89mm×厚さ 19mm  1
 
3 穴あきアルミ板 長さ 110mm×幅 D100mm×厚さ 0.5mm  2
 
4 アクリル板 幅 150mm×長さ 300mm×厚さ 2mm  1
 
5 ペットボトル 500mlサイズ 1
 
6 くぎ 直径 2mm×長さ 25mm  4
 
7 木ねじ 直径 2mm×長さ 5mm  8
 
8 ナベビス 直径 3mm×長さ 10mm  4
 
9 ナット 直径 3mm  4
 
10 ワッシャー 直径 3mm  8
表２ ?生活を豊にするものをつくろう」指導計画
時数 ね ら い 及 び 学 習 活 動
2
○生活とものづくりの技術
・ものをつくる技術と資源や環境とのかかわり、これからの技術の発達。
・使用目的や使用条件を考えてアイデアスケッチをかく。
7
?導入題材の学習>
○材料の特徴と加工方法
・木材の性質と特徴を理解し、木材の加工方法を知る。
・アイデアスケッチを見直す。
・プラスチックの性質と特徴を理解し、プラスチックの加工方法を知る。
・ハーブの種まきをする。
・アイデアスケッチを見直す。
・金属の性質と特徴を理解し、金属の加工方法を知る。
・アイデアスケッチを見直す。
・木材・金属・プラスチックの加工部品を組み立てる。
・木材・金属・プラスチックの特徴と加工方法を踏まえ、アイデアスケッチを見直す。
4
○製作品の設計・製図
・製作品の構想をまとめる。
・使用材料や機能、構造など使用目的に合わせて工夫する。
･製作品の設計に必要な手順及び構想を適切に表示するための知識を身に付け、製作に必要な図を完成させる。
12
○製作
・製作品の製作に必要な図をもとに製作に取り組む。
・材料取り、部品加工、組み立て、仕上げの作業工程にそって製作する。
・使用材料の特性を理解し、その特性に適した加工を工夫して行う。
・製作に必要な手工具や工作機械の安全な使用法やその簡単な仕組みについて理解し、適切に活用する。
3
○製作のまとめ
・自己の製作について反省や感想、工夫した点などを振り返り製作のまとめをする。
・製作を通して学んだことを相互に発表し合い、学習のまとめをする。
95
を参考に材料について調べさせるとともに、年輪、
樹皮等の基本的な用語や木材の性質について説明し
た。
直径約 9cm、高さ約 100mmの杉間伐材をのこぎ
りで縦に 2分する切断作業をさせ、木口面にボール
盤で直径 12mm深さ 60mmの穴開け加工をさせた。
また、1× 4材を幅 350mmに切断し、かんなを使
い、こば削りと端部の面取り加工をさせた。
2．3．2 プラスチック加工の授業（２時間）
授業のねらいを「プラスチックの性質と特徴を理
解し、プラスチックの加工方法を知る。」、「アイデア
スケッチの見直しをする。」、「ハーブの種まき、移植
をする。」とした。
授業の始めに、使用するアクリル板を配布し、教
科書等を参考に材料について調べさせるとともに、
熱可塑性などのプラスチックの性質について説明し
た。
A2版サイズのアクリル板から、幅 150mm、長さ
300mmにアクリル板カッターを用いて切り出し、さ
らに、長さ 110mmと 190mmに切断する。切断面は
紙ヤスリで仕上げる。長さ 190mmのアクリル板は、
担当教師自作のプラスチック折り曲げ器を用いて
130mmのところで折り曲げ加工をさせた（図 2）。ま
た、写真を挟む構造にするため、直径 3 mmの穴あけ
加工を 2枚のアクリル板に施し直径 3 mmのナベビ
ス、ナット、ワッシャーで留めた。
さらに、本時は、ハーブの種まきと事前に播種し
ておいた苗をペットボトルの栽培ポットに移植する
作業も実施した。
2．3．3 金属加工の授業（１時間）
授業のねらいを「金属の性質と特徴を理解し、金
属の加工方法を知る。」と「アイデアスケッチの見直
しをする。」とした。
授業の始めに、使用する金属板を配布し、教科書
等を参考に材料について調べさせるとともに、弾性、
塑性など金属の性質について説明した。
厚さ 0.5mmの穴あきアルミ板を、幅 110mm、長さ
100mmに金切りバサミで切り出した。また、幅
70mmを残して、図 3のように両端の 20mmのとこ
ろを直角に折り曲げさせた。折り曲げには、たたき
台と木づちを用いた。
2．3．4 導入題材の組立の授業（２時間）
授業のねらいを「木材・金属・プラスチックの加
工部品を組み立てる。」、「材料の特徴と加工法を踏ま
えて、アイデアスケッチの見直しをする。」とした。
仮止めしてあった間伐材と穴あきアルミ板を木ね
じで本止め、1× 4材にくぎで接合させた。また、ア
クリル板で製作したフォトスタンドを木ねじで、1×
4材に取り付けさせた。さらに、これまでの作業を振
り返り、各材料の特徴や用途、加工の容易さなどを
整理して、自己のアイデアスケッチの見直しをさせ
た（図 4）。
図３ 穴あきアルミ板の折り曲げ作業
図２ アクリル板の折り曲げ加工
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2．4 主題材製作時の授業
授業のねらいを「使用材料の特性を理解し、その
特性に適した加工を工夫して行う。」、「製作に必要な
手工具や工作機械の安全な使用法やその簡単な仕組
みについて理解し、適切に活用する。」とした。
導入題材の学習を通して修正していったアイデア
スケッチに基づき、製作に必要な図（キャビネット
図）を仕上げ、主題材の製作品の製作を行わせた。
2．5 学習状況の調査方法
2．5．1 授業アンケート
授業アンケートとして、先行研究??の「技術の授業
に対する評価尺度」を参考に、表 3の 5因子 10項目
の質問項目を用いて、SQS??を使用して普通紙マー
クシートを作成した。図 5に SQSにより作成した授
業アンケート用紙を示す。
2．5．2 授業アンケートの実施
授業アンケートは、導入題材の授業及び主題材の
授業の終了時に、表 4の通り全 5回実施した。各授
業終了後に SQSを用いて集計し、その結果を参考に
授業者による授業評価を行った。
３．結果および考察
3．1 導入題材での特徴的な学習状況
木材加工の杉間伐材の切断作業では、思うように
図４ アイデアスケッチを見直す生徒
表３ 授業アンケート質問項目
因 子 名 質 問 項 目
因子 1 興味・関心
・大人になっても今日学習したことは、役に立つと思います。
・学習したことを、積極的に生活に役立てようと思います。
因子 2 理解
・自分の作るものの特徴を説明できます。
・学習したことを人に説明できます。
因子 3 工夫
・自分なりの工夫をしようと思いました。
・いろいろな材料や方法をつかって、つくってみたいと思いました。
因子 4 意欲・態度
・失敗をおそれずに、できるまで何回もチャレンジできました。
・自分から進んで授業に、取り組むことができました。
・みんなと協力して取り組めたと思います。
因子 5 目標達成 ・本時の目標が達成できました。
表４ 授業内容と授業アンケートの実施回数
時 授 業 内 容 授業アンケート
2
・木材加工（杉間伐材、1×4材）
・アイデアスケッチ見直し 第 1回
4
・プラスチック加工（アクリル板、ペットボトル）
・ハーブ播種、移植
・アイデアスケッチ見直し
第 2回
5
・金属加工（穴あきアルミ板）
・アイデアスケッチ見直し 第 3回
7
・導入題材の組立
・アイデアスケッチ見直し、修正 第 4回
28 ・製作のまとめ 第 5回
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のこぎり挽きができず、苦労している生徒が見られ
た。切断作業は協同作業で行う姿が多く見られ、箱
万力を利用して切断することで作業の効率化が図れ
た（図 6）。
プラスチック加工のアクリル板の切断、折り曲げ、
穴あけ加工については、ほとんどの生徒が予定時間
内に作業を完了できた。電熱線を利用することで、
アクリル板が簡単に加工できることに驚き、プラス
チック加工の容易さを理解することができた。
金属加工の穴あきアルミ板の切断、折り曲げ加工
では、まっすぐに切断したり、直角に曲げたりする
作業に苦労する生徒が見られた。切断した間伐材に
穴あきアルミ板を仮止めする作業は、順調に行うこ
とができた。
組立作業は、時間内に作業を終えた生徒が比較的
多く、組み立て終わった「プランター付きフォトス
タンド」に写真を入れ、ハーブを置き、満足そうに
学習のまとめをしていた。また、導入題材の製作を
振り返り、使用材料や機能、構造を見直し、アイデ
アスケッチを修正していった。
3．2 主題材での学習状況
導入題材の学習を踏まえて、はじめに考えたアイ
デアスケッチに、プラスチックや金属の部品を加え、
アイデアスケッチを修正して製作した製作品が多く
見られた（図 7-9）。
製作品の部品加工、組立においては、導入題材の
製作品の加工、組立の経験を生かして取り組み、切
断や切削、接合の作業などに、大きな失敗は見られ
ず、製作作業は順調に進み、12単位時間内で完成す
ることができた。短時間での完成には、導入題材の
学習による、加工法の基礎的な知識と技能の習得の
効果が現れたと思われる。
また、完成した生徒作品を見ると、以前の作品に
図５ 生徒が回答した授業アンケート用紙
図６ 箱万力で固定して作業する様子
図７ 生徒の製作品A
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比べ、機能、構造に工夫が見られるだけでなく、様々
な材料の特徴、良さを生かして活用している生徒が
多く見られ、導入題材の学習の効果が実感できた。
3．3 生徒の意識の変容についての考察
導入題材と主題材の学習の終了時に回答させたア
ンケートの回答結果の各因子の平均値を図 10に示
す。木材加工の授業後のアンケート結果を見ると、
従来からの技術科の授業での値??に比べて、「興味・
関心因子（以下、因子を省略する）」4.11、「意欲・態
度」4.30、「目標達成」4.75と大きく、学習への取り
組みが積極的であったことがわかる。しかし、「理解」
3.52、「工夫」3.94と数値は低くはないが、他の因子
に比べて低くなっている。
これは、杉間伐材の切断作業が大変であったこと、
よりよい切断方法についての指導が十分でなかった
図８ 生徒の製作品 B 図９ 生徒の製作品 C
図10 授業後のアンケート結果
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ことによると考えられる。
プラスチック加工の授業後のアンケート結果を見
ると、「理解」で、木材加工の 3.52から 3.88と増大
している。これは、プラスチックの切断、折り曲げ
作業が簡単にできたこと、分かりやすかったことが
その原因となっていると考えられる。また、「目標達
成」は 4.88と高く推移していることからも、生徒に
とって分かりやすい学習内容であったと考えられ
る。
金属加工の授業後のアンケート結果を見ると、「理
解」3.67、「工夫」3.81とプラスチック加工に比べ、
低く推移している。これは、比較的金属加工が難し
く、金切りバサミによる切断や直角に折り曲げる作
業に苦労したことに原因があると考えられる。
導入題材の組立の授業後のアンケート結果を見る
と、「興味・関心」4.17、「理解」3.93、「工夫」3.97、
「意欲・態度」4.56と導入題材では最大の数値となっ
ており、「目標達成」においても 4.82とプラスチック
加工時に次ぐ数値になっている。このことから、フォ
トスタンドに写真を入れハーブポットを設置し、導
入題材の製作品を完成させた喜びが大きいことがわ
かる。
主題材の製作品の製作時の授業後のアンケート結
果を見ると、「興味・関心」4.30、「理解」4.20、「工
夫」4.10、「意欲・態度」4.70、「目標達成」4.90と、
5因子のすべてにおいて飛躍的に高くなっている。
自ら考え、構想、設計した製作品を完成させた喜び、
導入題材の製作経験を踏まえて、木材、金属、プラ
スチックの部品加工を行い、機能や構造を工夫した
満足感などがその原因になっていると考える。
このように、導入題材の製作における生徒の意識
の変容を見ると、技術の学習への興味・関心、意欲・
態度は、学習が進むにつれ数値が高くなる傾向が認
められる。学習内容の理解、学習目標の達成状況に
ついては、プラスチック加工の学習に比べ、木材、
金属の加工の際の意識が低くなった。工夫について
は、導入題材組立時で最も高く、次いで木材の加工、
金属加工で高くなった。学習目標の達成状況は、ど
の授業においても回答得点が 4.7を超え、自己の取
組について満足している生徒が多いことが分かっ
た。
さらに、製作品の製作時には、すべての因子で最
大値となり、これらの結果は、先行研究により得ら
れた数値に比べ、どの因子においても非常に高い数
値が得られ、今回の題材の効果が認められた。
3．4 新学習指導要領での授業への利用
新学習指導要領では製作の前に材料と加工法の基
本的な内容を学習することになっている。今回の導
入題材の学習は、製作しながら材料と加工法の学習
をするので、その方向性は一致している。また、中
学生の加工経験の少なさを考慮し、3.2及び 3.3の
結果のように、中学生の意識の向上が見られ、主題
材の製作にも好影響を及ぼすので、導入題材で製作
する学習方法は有効と考えられる。なお、新学習指
導要領では生物育成も必修になるので、ハーブの栽
培は生物育成の導入になる。
新学習指導要領の材料加工には約 20～25単位時
間を配分することが予想される。今回の導入題材は
28単位時間の内の 7時間を使ったので、また、新学
習指導要領では製作図の学習も加わるので、材料と
加工法の学習には、2、3時間は短縮したいところで
ある。そこで、今回の導入題材の製作品の内容を簡
略化する、例えば、フォトスタンド部とプランター
部を分離し、いずれかを製作することも考えられる。
以上のように、今回の導入題材は、新学習指導要
領対応の授業を計画するに当たって有効な事例であ
り、この利用の可能性も大きいと思われる。
４．おわりに
開発した導入題材「プランター付きフォトスタン
ドの製作」は、木材・金属・プラスチックの特徴や
用途、加工方法などを学ぶ上で有効な題材であり、
材料学習、加工体験、組立を短時間で行うことがで
きる。
また、家庭に持ち帰りすぐに活用することができ
ることから、生徒の評判も良く、家族からの賞賛を
得られたなどの感想も多く見られた。
調査結果から、ものづくりの指導における導入題
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材の活用は、生徒の関心や意欲の高揚、理解の促進、
授業目標の達成を図る上で効果があることが認めら
れた。
なお SQSのようにアンケート結果を簡易に短時
間で集計できる仕組を活用することは、生徒の授業
に対する意識の把握など、日常的な授業評価に有効
であることも分かった。
今後本格実施となる新学習指導要領の下では、限
られた時数の中で、基礎的・基本的な内容の確実な
定着を図ることが求められている。今回開発し、検
証を行った題材が、これから学習題材を検討してい
く上で参考となると考えられる。
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